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NEWS RELEASE                                         
 

 

 

 

お金管理アプリ『マネトラ』シリーズ 

「領収書読み取り」機能を拡充 
～「キー入力をしない家計簿」を目指して利便性の向上を図る～ 

 
財務・会計システムおよび経営情報サービスを開発・販売する株式会社ミロク情報サービス（本社：東

京都新宿区、代表取締役社長：是枝周樹 以下、MJS）は、無料のお金管理アプリ『マネトラ』シリーズに

おいて、株式会社アイエスピー（本社：神奈川県横浜市、代表取締役社長：村松敏郎 以下、アイエス

ピー）が新たに開発した「領収書解析システム」を採用し、２月中に機能を拡充します。 

「領収書解析システム」は、スマートフォンのカメラで撮影した領収書画像をスマートフォン内で OCR*1

により文字認識したテキストから「日付」、「合計金額」、「店舗の電話番号」、「支払い方法」といった経費

精算に必要な情報だけを抽出するシステムです。 

同システムを採用することにより、『マネトラ』シリーズ（『マネトラ』、『確定申告支援 by マネトラ』、『節約

カネ子』）は、レシート読み取りに加え、領収書読み取りが可能となるため、利用者にとって、より手軽かつ

スピーディにさまざまな情報をインプットすることができるようになります。 

「キー入力しない家計簿」をコンセプトに、今後も一層、『マネトラ』シリーズの機能拡充、利便性の向上

に努めてまいります。 

 

■「領収書読み取り」機能の特長  

1. スマートフォンのカメラで領収書（手書きは非対応）を撮影するだけで、必要項目がテキスト化 

します。 

2. A5 サイズまでの様々なタイプの領収書を解析します。 

3. スマートフォン内部でスピーディに解析します。 

4. 解析制度は 90%*2以上、今後精度向上させていきます。 

 

* 1：光学式文字読取装置。手書き文字や印字された文字を光学的に読み取り、前もって記憶されたパターンとの照合によ 

り文字を特定し、文字データが入力できる。 

* 2：アイエスピー調べ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014 年 1 月 31 日 

株式会社ミロク情報サービス 

（コード番号：9928） 

報道関係者 各位 

http://e-words.jp/w/E38387E383BCE382BF.html
http://e-words.jp/w/E585A5E58A9B.html
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－ 『マネトラ』シリーズの概要 － 

アプリ名 対象 

ダウンロード先 

サービス内容 

『マネトラ』 

 

 

サラリーマンおよび OL を中心とし

たビジネスパーソン 

Ａｎｄｒｏｉｄ：Google Play からダウンロード 

iPhone：Aｐｐ Store からダウンロード 

PC：manetora．ｊｐ 

 プライベートおよびビジネスシー

ン両方のお金の管理が可能。 

 もっとも高機能な家計簿・経費管

理が可能。 

『確定申告支援 by マネトラ』 

 

 

ノマドワーカーなどの個人事業主 

Ａｎｄｒｏｉｄ：Google Play からダウンロード 

iPhone：Aｐｐ Store からダウンロード 

PC：sinkokusien.jp 

 確定申告に必要なレシート等を

管理できる機能の他、記帳をサ

ポートする機能に特化。 

『節約カネ子』 

 

 

節約志向の女性 

 

Ａｎｄｒｏｉｄ：Google Play からダウンロード 

iPhone：Aｐｐ Store からダウンロード 

 オリジナルキャラクターが楽しく簡

単にアプリの利用を促進。 

 お得なクーポンの利用・購入の

他、さまざまな節約を楽しむ機能を

追加予定。 

 

■ 株式会社ミロク情報サービス（MJS）について  （http://www.mjs.co.jp/） 

全国の会計事務所と中堅・中小企業に対し、経営システムおよび経営ノウハウならびに経営情報サー

ビスを提供しています。現在、約8,400の会計事務所ユーザーを有し、財務会計・税務を中心とした各種

システムおよび経営・会計・税務等に関する多彩な情報サービスを提供しています。また、中堅・中小企

業に対して、財務を中心としたERPシステムおよび各種ソリューションサービスを提供し、企業の経営改善、

業務改善を支援しています。現在、約17,000社の中堅・中小企業ユーザーを有しています。 

 

 

■ 株式会社アイエスピーについて （http://www.isp21.co.jp） 

代表：村松 敏郎 

設立：1976年12月22日 

本社：神奈川県横浜市西区みなとみらい2-3-1 クイーンズタワーA 12F 

主要モバイル技術：レシート解析システム、文字抽出技術、状態検知システム、ながらスマ歩アラートなど 

 

※会社名、製品名は各社の商標または登録商標です。 

 

 
【本リリースに関するお問い合わせ先】 

株式会社ミロク情報サービス 

社長室 広報･IR 担当 川口・山田 

Tel：03-5361-6309 Fax：03-5360-3430   

E-mail：press@mjs.co.jp 

http://www.mjs.co.jp/
http://www.isp21.co.jp/
mailto:press@mjs.co.jp
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